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道徳教育  

 

自己の生き方についての考えを深める道徳教育の工夫 
― 防災教育と関連させた教科等横断的な道徳学習プログラムの開発を通して ― 

                                      

呉市立和庄小学校 石川 ひとみ 

 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説特別の

教科道徳編（平成30年，以下「29年解説」とす

る。）では，児童自らが道徳性を養う中で振り返っ

て成長を実感したりこれからの課題や目標を見付け

たりできるよう工夫することが示されている。ま

た，道徳科の内容で扱う道徳的諸価値は現代社会の

様々な課題に直接関わっていることから，身近な問

題と結び付け，自分との関わりで考えられるように

することが求められている。現代的な課題を扱う際

も，自分がどのように生きていくべきかなど考えを

深められるようにすることが求められている。 

所属校は，地域の支援を得やすい恵まれた教育環

境にあり，防災訓練など地域の協力を得た学校行事

が行われている。児童は活動に参加することを通し

て地域の人々の思いやりを感じ，感謝の気持ちをも

つことはできている。しかし，それらの行事に対し

児童は受け身であり，自分から他者や地域に主体的

に関わって行動しようとする態度が十分育まれてい

ないと感じる。所属校の平成31年度全国学力・学習

状況調査の児童質問紙「人が困っているときは，進

んで助けていますか」の肯定的回答は85.7％であ

り，全国平均（87.9％）及び県平均（89.3％）と比

べると下回っていることからも，行事等を通して地

域の人々から学んだ思いやりの心を自己の生き方に

つなぐことは十分できていないと考える。 

防災教育は，「29年解説」において現代的な課題

の一つとして挙げられている。豪雨災害を経験した

児童にとって防災は身近な問題であり，自分自身の

問題として受け止められると考える。また，小学校

学習指導要領（平成29年告示，以下「学習指導要

領」とする。）では，豊かな人生の実現や災害等を

乗り越えて次代の社会を形成することに向けた現代

的な課題に対応して求められる資質・能力を教科等

横断的な視点で育成していくことができるよう，各

学校の特色を生かした教育課程の編成を図るものと

すると示されている。 

そこで，本研究では第５学年を対象とした「防災

でつながる道徳学習プログラム」を開発する。社会

科「自然災害を防ぐ」の学習を踏まえ，児童が「自

然災害」の言葉を基に思い浮かべたキーワードから

道徳科へとつなぐ。また，複数の道徳科の授業を道

徳的実践意欲と態度が育めるように構成し，地域の

防災活動を取り上げ，地域の人々の思いを感じ取ら

せる。そして，実践的な行動に向かうよう学級活動

につなぐ。そうすることで児童がこれからの生き方

についての思いや課題をもち，主体的に行動しよう

とする態度が育まれると考え，本主題を設定した。 

研究の要約 

本研究は，自己の生き方についての考えを深める道徳教育の工夫について，防災教育と関連させた教

科等横断的な道徳学習プログラムの開発を通して考察したものである。文献研究から，自己の生き方に

ついての考えを深めるとは，児童自身が道徳的価値を基に，これからの生き方についての思いや課題を

もつことであり，現代的な課題を含めた身近な問題と結び付けて考えることで，主体的に行動しようと

する態度を育成できることが分かった。そこで，「防災でつながる道徳学習プログラム」を開発した。

具体的には，道徳科で「生命の尊さ」「親切，思いやり」「勤労，公共の精神」の内容を取り上げ，道

徳的心情から道徳的判断力，道徳的実践意欲と態度をねらうという順で構成し，社会科及び学級活動の

防災に関する学習内容と関連させて行うこと，ウェビングマップや振り返りなどを取り入れた両面１枚

の学習シートを作成すること，地域の防災活動について取り上げること等の工夫を行った。その結果，

児童が地域の防災に対して思いや課題をもち，主体的に行動しようとする態度が見られるようになり，

自己の生き方についての考えを深めることができると分かった。 



- 2 - 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 自己の生き方についての考えを深める道徳教

育について 

(1) 自己の生き方についての考えを深めるとは 

赤堀博行（2017）は，自己の生き方についての考

えを深めるとは，児童自身がこれからの生き方につ

いての思いや課題を培うことであると述べている。

毛内嘉威（2017）は，道徳的価値のよさや意義，困

難さ，多様さなどを理解し，道徳的価値を自分なり

に発展させていくことへの思いや課題が培われるこ

とであると述べている。また，浅見哲也（2018）

は，身近な集団の中で自分の特徴などを知り，伸ば

したい自己を深く見つめられるようにするととも

に，これからの生き方の課題を考え，それを自己の

生き方として実現していこうとする思いや願いを深

めていくことであると述べている。 

以上のことから，自己の生き方についての考えを

深めるとは，児童自身が道徳的価値を基に，これか

らの生き方についての思いや課題をもつことである

と考える。 

(2) 生き方についての思いや課題をもつために 

前述にあるように，「29年解説」では，道徳科の

内容で扱う道徳的諸価値は，現代社会の様々な課題

に直接関わっていることが示されている。栗林芳樹

（2016）は，道徳科で実社会・実生活における現代

的な課題を扱うことにより，自分との関わりで実感

を伴って考えることができると述べている。柳沼良

太（2018）は，よりよく生きるための基盤となる道

徳性を養うためには子供一人一人が現代的な課題を

含めた人生の諸問題に向き合い，どう生きればよい

かを主体的に考え，よりよいと判断した行為を具体

的に実践していくことが必要となると述べている。 

以上のことから，生き方についての思いや課題を

もつためには，身近な問題と結び付け，自分との関

わりで考えられるようにすること，また，これから

の生き方について考え，具体的に実践していく態度

を育てることが大切であると考える。 

(3) 防災教育と関連させることについて 

防災教育は，「29年解説」において現代的な課題

の一つに挙げられている。「東日本大震災を受けた

防災教育・防災管理等に関する有識者会議」【最終

報告】（平成24年）では，災害発生時に自ら危険を

予測し回避するための「主体的に行動する態度」を 

育成し，支援者となる視点から安全で安心な社会づ

くりに貢献する「共助・公助」の精神を育成する防

災教育の重要性が示されている。広島県自然災害に

関する防災教育の手引（平成25年，以下「防災の手

引」とする。）では，児童生徒に自然災害などの危

険に際して主体的に判断・行動し，自分の命を守り

抜く力と将来地域のリーダーとして主体的に防災活

動を進めていく態度の育成が求められている。 

 また，小学校学習指導要領（平成29年告示）解説

総則編（平成30年）では，節度，節制に心掛けるこ

との大切さ，生命の尊さの自覚，社会参画の精神な

どを道徳教育で深めることが，安全の確保に児童が

積極的に関わる態度につながると示されている。さ

らに，自然災害から身を守ることや危機管理など安

全に関する指導に当たっては，学校の安全教育の目

標や全体計画，各教科等との関連などを考えながら

進めることが大切であると示されている。 

 以上のことから，防災教育と道徳教育を関連させ

て取り組むことは，児童が主体的に行動しようとす

る態度へとつながると言える。そのために，道徳科

を要とした道徳教育を他教科等と関連を図って取り

組むことが必要であると考える。 

 

２ 防災教育と関連させた教科等横断的な道徳学

習プログラムの開発について 

(1) 主体的に行動しようとする態度につなぐため

に 

道徳教育を防災教育と関連させて取り組むために 

は，道徳性を育み，実践的な行動につなげていくこ

とが大切であると考える。「29年解説」によると，

道徳教育は道徳性を構成する諸様相である道徳的判

断力，道徳的心情，道徳的実践意欲と態度を養うこ

とが示されている。その中の道徳的実践意欲は，道

徳的判断力や道徳的心情が基盤となること，道徳的

態度は，道徳的行為への身構えであることが述べら

れている。また，道徳性は，徐々に，しかも着実に

養われることによって，潜在的，持続的な作用を行

為などに及ぼすものであるだけに，長期的展望と綿

密な計画に基づいた指導がなされ，道徳的実践につ

なげていくことが大切であると述べられている。 

 以上のことから，本研究の道徳学習プログラムで

行う３時間の道徳科の授業においてのねらいを道徳

的心情から道徳的判断力，さらには道徳的実践意欲

と態度を養っていくといった順で構成していく。 

(2) 防災教育と関連させる道徳科の内容項目につ

いて 

 文部科学省「学校安全資料『生きる力』をはぐく 

む学校での安全教育」（平成31年）によると，防災 
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教育は安全教育に位置付けられている。また，「学 

習指導要領」では，安全に関する指導について，各 

教科等においてそれぞれの特質に応じて適切に行う 

よう努めることと示されている。 

「防災の手引」では，道徳科と関連させた全学年

共通の内容項目としてＤの「生命の尊さ」を挙げて

いる。それに加え，低学年では「Ａ（３）節度，節

制」を，中学年では「Ｂ（７）感謝」を，高学年で

は「Ｃ（14）勤労，公共の精神」をそれぞれ挙げて

いる。  

諏訪清二（2015）は，災害で失われた命の尊さや

災害時の助け合いと思いやりなどの人間のもつ価値

を学ばせる教育が必要であると述べている。押谷由

夫（2019）も，子供たちがこれから（現在も）正対

しなければいけない社会的課題に対し，道徳的に学

べるようにすることが必要であると述べている。そ

の例として自然災害への対応を取り上げ，生命の尊

さや自然愛護，親切，思いやり，公共の精神などと

関わらせることを述べている。 

所属校がある地域は，地域合同防災訓練など防災

活動に以前から取り組んでおり，地域に住む児童に

対しても命と安全を守ることや地域の担い手として

育てることなどを考え，温かく関わってくださる。

今年度から新たに「子ども防災リーダー訓練隊」を

立ち上げ，地域を守る砂防ダムの見学など精力的に

児童と関わり，取組を進めている。児童にとって，

地域が大事にしている命を守ること，周りの人を思

う親切や思いやりの心，地域に役立とうとする態度

を育むことは大切であると考える。 

以上のことを踏まえ，本研究の道徳科では「Ｄ

（19）生命の尊さ」「Ｂ（７）親切，思いやり」

「Ｃ（14）勤労，公共の精神」の内容項目を扱う。 

(3) 教科等横断的な道徳学習プログラムについて 

文部科学省「第２次学校安全の推進に関する計

画」（平成29年）では，自助，共助，公助の視点を

適切に取り入れながら，地域の特性や児童生徒など

の実情に応じ，各教科等の安全に関する内容のつな

がりを整理し教育課程を編成することが必要である

ことが示されている。 

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説社会科

編（平成30年）第５学年の内容では，「我が国の国

土の自然環境と国民生活」において，国や県の防

災・減災に向けた対策や事業について調べたことを

手掛かりに，国土の自然災害の状況を捉えることな

どが示されている。また，国や地方自治体が防災の

対策や事業（公助）を行っていることや，地域が行

う助け合い（共助）の大切さについても理解できる

ような単元の内容となっている。この社会科の内容

と道徳科の授業を同じ時期に関連させて学習するこ

とで，より理解や考えを深めることができると考え

る。 

本道徳学習プログラムの最後の学習は，育まれた 

道徳的実践意欲と態度がさらに実践的な行動に向か

うように学級活動の授業を行う。ここでは，矢守克

也（2005）らによって開発された「防災クロスロー

ドゲーム」を行う。災害時や避難をする際のジレン

マを体感し，自分の問題として考え，他の人と様々

な意見や価値観について共有させ，実践的な災害対

応の力を育めるようにする。 

以上のことから，本研究では第５学年を対象と

し，道徳科を要としながら社会科と関連させて学習

を進め，学級活動や日常生活での主体的な行動へと

つないでいく教科等横断的な道徳学習プログラムを

構成し，実施する。 

(4) 道徳科の授業での工夫について 

ア 「防災でつながるシート」の工夫 

堀哲夫（2019）は，一枚ポートフォリオ法（ＯＰ

ＰＡ：One Page Portfolio Assesment）を提唱してい

る。学習履歴が１枚の用紙に収まるように工夫し，

授業の終わりに自己評価をさせることで，自分自身

の変容に気付き，学ぶ実感を体得させることができ

ると述べている。 

そこで，道徳学習プログラムの学習において児童

の学びの意識が持続・発展していくよう，「防災で

つながる」をテーマにした１枚の学習シートを作成

する。具体的には，文部科学省「今，求められる力

を高める総合的な学習の時間の展開」（平成22年）

にも挙げられるウェビングマップを取り入れる。

「防災でつながるシート」の表面を図１に示す。 

 

図１ 「防災でつながるシート」（表面） 
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ウェビングマップは漠然としたイメージを視覚化 

することができるため，「自然災害」をキーワード

に児童がイメージを自由に思い浮かべ，広げたりつ

なげたりしながら防災に対する自分の思いや課題を

もつことができると考える。また，社会科の授業で

思い浮かべた「命の大切さ」などのキーワードを取

り上げ，道徳科の授業につなぐことで，児童の思考

が自然に流れると考える。 

イ 自己の生き方についての考えを深める振り返

りにする工夫 

「29年解説」では，学んだ道徳的価値に照らし，

自らの生活や考えを見つめるための具体的な振り返

り活動の工夫が必要であることが示されている。加

藤宣行（2017）は，道徳科の授業で手立てとなる思

考活動の視点について述べている。「分かった，そ

ういうことか（知的理解）」「それっていいなあ，

そういう人にあこがれるなあ（情的な心の動き）」

「自分にもできそう，やってみたい（実践意欲の向

上）」の三つを挙げている。また鈴木保宏（2017）

は，道徳科の授業が実践と結び付くためには授業の

中で道徳的価値の視点を与えて書かせることを述べ

ている。その際の視点として，「今日の授業で分か

ったことは何か（価値理解）」「主人公と自分を比

べて書いてみよう（人間理解・自己理解）」「自分

はこれからどうしていきたいか（自分の課題）」を

挙げている。 

これらのことを踏まえ，同じ１枚の学習シートで

他教科等でも共通の視点で振り返りを書くことがで

きる「防災でつながるシート」の裏面を図２に示

す。共通する振り返りの視点については表１に整理

した。 

  

図２ 「防災でつながるシート」（裏面） 

表１ 自己の生き方についての考えを深める視点 

 

ウ 地域の防災活動についての話を取り入れる 

 「29年解説」では，道徳科は家庭や地域社会の連

携を進める重要な機会となることが示されている。 

また，浅見（2016）は授業の実施や教材の開発，

活用などにおいて，保護者や地域の人々の参加や協

力を得ることで，指導の効果を一層高めることがで

きると述べている。 

 そこで，各道徳科の授業の終末に地域の防災に関

する説話や地域の人によるビデオメッセージを取り

入れる。地域で取り組んでいる防災活動について取

り上げることで地域の人々の生き方を見つめ，これ

からの自己の生き方についての思いや課題をもつよ

うにしていく。また，前述のウェビングマップに地

域の防災活動や地域の人々の思いもつないでいく。 

 これまでの考えを基に研究構想図を図３に示す。 

 

図３ 本研究における研究構想図 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

道徳的価値の視点から防災教育を扱い，道徳科と

他教科等との関連を図りながら，地域の防災活動の

想起や「防災でつながるシート」を工夫した「防災

でつながる道徳学習プログラム」を行うことで，児

童はこれからの自己の生き方についての考えを深め

ることができるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について，次頁表２に示す。 

振り返りのキーワード 道徳科における視点 

○わ  （今日の授業で）分かったこと 価値理解 

○い  （授業の中で）いいなと思ったこと 情的な心の動き 

○自  自分ができそうなこと，やってみたいこと 実践意欲の向上 
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表２ 検証の視点と方法 

 

Ⅳ 研究授業について 

 

１ 研究授業の内容 

〇 期 間 令和元年12月６日～令和元年12月18日 

〇 対 象 所属校第５学年（１学級26人） 

 

〇 大単元名 

  「防災でつながる道徳学習プログラム」    

                 （全７時間） 

〇 目 標 

  自然災害や防災の取組である自助・共助・公助 

について理解するとともに，自分だけでなく他の 

人々や地域のために主体的に行動しようとする態 

度を育てる。 

 

２ 研究授業の概要 

 道徳科と社会科，学級活動との関連を図り，道徳

科では「Ｄ（19）生命の尊さ」「Ｂ（７）親切，思

いやり」「Ｃ（14）勤労，公共の精神」の内容項目

を扱い，道徳的心情から道徳的判断力，道徳的実践

意欲と態度をねらうという順で構成した「防災でつ

ながる道徳学習プログラム」の概要を表３に示す。 

 

表３ 「防災でつながる道徳学習プログラム」の概要 

検証の視点 方法 

防災教育と関連させた「防災でつながる道
徳学習プログラム」は，自己の生き方につ
いての考えを深めるのに有効であったか。 

アンケート (事
前・事後) 
ワークシート 
「防災でつなが
るシート」 
授業記録 

防災教育と関連
させた「防災で
つながる道徳学
習プログラム」
の工夫は，自己
の生き方につい
ての考えを深め
るのに有効であ
ったか。 

(1) 道徳的価値の視点
か ら 防 災 教 育 を 扱
い，道徳科，他教科
等を関連させたこと 

(2) 「防災でつながる
シート」の工夫 

(3) 道徳科の授業で地
域の防災活動につい
て話を聞いたこと 

時 
日時・教科等 
主題・内容項目 
「教材名等」 

ねらい 
主な学習の流れ 

主な発問（〇）中心発問（◎） 

１ 

12月６日 
社会科  
「わたしたちの生
活と環境 自然災
害を防ぐ」 

 我が国の自然災害について
関心をもち，世界の自然災害
ランキングから日本の自然災
害の状況を捉えるとともに，
被害を防止する対策があるこ
とに気付き，追究する学習課
題をつくる。 

１ 「防災でつながるシート」のウェビングマップに「自然災害」から思い浮かべたことを書
く。 

２ 世界リスク報告書の自然災害ランキングを見て課題をつかむ。 
３ 日本は自然災害の多い国であることを資料から調べる。 
４ 日本で起きている自然災害の特徴について話し合う。 
５ 学習課題をつくる。 
６ 「防災でつながるシート」に振り返りをする。 

２ 

12月６日 
道徳科 
主題「かけがえの
ない命」Ｄ（19）
生命の尊さ 
「コースチャぼう
やを救え」 

 コースチャぼうやの失われ
そうな命を救うために協力し
た多くの人々の気持ちを考え
ることを通して，生命を救い
守り抜こうとする人間の姿の
尊さに気付き，かけがえのな
い生命を大切にしようとする
心情を育てる。 

１ 「防災でつながるシート」から課題意識をもつ。 
２ 教材を読み，話し合う。 
〇 心に残ったところはどこですか。それはなぜですか。 
◎ 多くの人々がそこまでしてコースチャぼうやを助けようとしたのはどんな思いからでしょ
う。 

３ 自分の生活を振り返り，自己の生き方について考える。「防災でつながるシート」 
４ 教師の説話（地域の砂防ダムのこと）を聞く。 

３ 

12月６日 
社会科  
「わたしたちの生
活と環境 自然災
害を防ぐ」 

 自然災害（主に地震，津
波，土砂災害）の被害を防ぐ
ために国や地方公共団体が
様々な対策や事業（公助）を
行っていることを理解する。 

１ 前時の学習を想起し，課題を確認する。 
２ 資料から国や地方公共団体，そして呉市がどのような取組をしているのかを調べる。 
３ 釜石市の取組を調べる。 
４ まとめと振り返りをし，次時の学習課題をつくる。「防災でつながるシート」 

４ 

12月９日 
道徳科 
主題「困った人の
身になって」Ｂ
（７）親切，思い
やり 
「くずれ落ちただ
んボール箱」 

親切な行為をしたにもかか
わらず勘違いされた主人公の
むしゃくしゃした気持ちを考
えることを通して，相手の立
場に立って考えることの大切
さに気付き，見知らぬ人に対
してもその人の身になって親
切に行動する判断力を育て
る。 

１ 「防災でつながるシート」から課題意識をもつ。 
２ 教材を読み，話し合う。 
〇 「わたし」は，おばあさんの困っている様子を見ながら，どんなことを考えたでしょうか。 
〇 親切な行動をしていたのに店の人に叱られて，「わたし」はどう思ったでしょう。 
◎ 「わたし」は次に困っている人を見かけたとき，親切にできるでしょうか。また，その理由
も考えてみましょう。 

３ 自分の生活を振り返り，自己の生き方について考える。「防災でつながるシート」 
４ 教師の説話（豪雨災害で給水ボランティアをした地域の人々のこと）を聞く。 

５ 

12月９日 
社会科  
「わたしたちの生
活と環境 自然災
害を防ぐ」 

自然災害から身を守るため
に，地域で行われている共助
の取組や防災意識を高めるこ
との大切さについて調べる。 

１ 前時の学習を想起し，課題を確認する。 
２ 清水地区の災害前・災害後の様子から気付いたことや分かったことを出し合う。 
３ 自然災害から身を守るために地域ではどんな取組をしているのかを話し合う。 
４ 自然災害から身を守るために大切なことは何かを話し合う。 
５ まとめと振り返りをする。「防災でつながるシート」 

６ 

12月10日 
道徳科 
主題「社会や公共
のために役立つ」
Ｃ（14）勤労，公
共の精神 
「わたしのボラン
ティア体験」 

 老人ホームでボランティア
活動を体験する中で高齢者に
対する見方が変わった主人公
の気持ちを考えることを通し
て，社会に奉仕する喜びに気
付き，公共のために役に立と
うとする態度を育てる。 

１ 「防災でつながるシート」から課題意識をもつ。 
２ 教材を読み，話し合う。 
〇 老人ホームでお年寄りを見たとき，「わたし」はどんなことを感じたでしょう。 
〇 一生懸命ゲームをしているお年寄りを見て，「わたし」はどんなことを考えたでしょう。 
◎ ボランティア活動を体験し，「わたし」はどんなことを考えたでしょう。 
３ 自分の生活を振り返り，自己の生き方について考える。「防災でつながるシート」 
４ 地域の人のビデオメッセージを聞く。 

７ 

12月10日 

学級活動 

「防災クロスロー
ドゲームをしよ
う」 

災害時に起こりうる様々な
場面において，自分の考えを
もち，判断し，異なる意見も
取り入れながら適切な行動を
とろうとする態度を育てる。 

１ これまでの学習を振り返り，本時の課題を知る。 
２ 「防災クロスロードゲーム」について知り，グループ作りをする。 
３ 「防災クロスロードゲーム」を行う。 
４ まとめをする。 
５ 「防災でつながるシート」に，防災のために自分や地域のことを考えて行動する目標を決め
て書く。 
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Ⅴ 研究授業の分析と考察 

 

１ 防災教育と関連させた「防災でつながる道徳

学習プログラム」は，自己の生き方についての

考えを深めるのに有効であったか 

「防災でつながるシート」の防災に対する自由記

述（「今まで」と「これから」）の事前と事後の比

較から分析を行った。見取りの視点は，「防災に対

してこれからの思いや課題をもつことができたか」

とし，「（自分は）～したい（～する）」と記述し

た人数を図４に示す。 

  

図４ 防災に対してこれからの思いや課題がもつことがで 

きた人数（ｎ＝25） 

 

防災に対してこれからの思いや課題をもつことが

できた児童は８人（32.0％）から21人（84.0％）に

増加した。 

記述内容を見ると，事前では，８人全員が防災に

ついて「調べていきたい」など学習への意欲を記述

した。事後では，21人全員が「ボランティアをした

い」「災害時の備えをしたい」など災害時や防災の

ために自分から行動しようとする態度を記述した。

さらに，以下のように周りの人のことも考えて記述

をした児童が13人いた。 

これからの思いや課題をもつことができた児童の記述 

 

防災に対する思いを記述できなかった４人の児童 

においても，学習を終えての感想では自分で考えて

行動しようとする記述が見られた。 

 以上のことから，「防災でつながる道徳学習プロ

グラム」は，これからの自己の生き方についての考

えを深めるのに有効であったと考える。 

 

２ 防災教育と関連させた「防災でつながる道徳

学習プログラム」の工夫は，自己の生き方につ 

 いての考えを深めるのに有効であったか 

(1) 道徳的価値の視点から防災教育を扱い，道徳

科，他教科等を関連させたこと 

ア 道徳的価値の視点から防災教育を扱ったこと 

道徳的価値の視点で防災教育を扱ったことが有効

であったかを見取るため，「防災でつながるシー

ト」の自由記述（「今まで」と「これから」）に道

徳的価値に関わるキーワードが含まれているかの分

析を行った。記述を見取る視点を表４に示す。 

 

表４ 児童の記述を見取る視点 

 

キーワードを含む記述をした児童は，事前が９人

（36.0％）であったのに対し事後は24人（92.3％）

に増加した。 

さらに，キーワードの表出数を図５に示す。 

図５ キーワードの表出数 

 

事前では，「防災はわたしたちの命を救ってくれ

る」「自分の命を守ったり人の命を守ったりするこ

と」など，表出した全てが「生命」のキーワードで

あった。事後では，「自分で避難する」「素早く判

断する」など「自分」のキーワード，「周りのこと

や人の気持ちを考えて」など「人」のキーワード，

「ボランティア」「人の役に立つような行動」など

「集団や社会」のキーワードが表れ，道徳的価値の

広がりやキーワードの増加が見られた。 

本道徳学習プログラムにおける事前と事後のアン

ケート「命の大切さについて考えたか」の項目で肯

定的回答をした児童（欠席児童１人を除く）は，事

前の19人（76.0％）から事後の22人（88.0％）とわ

ずかではあるが増加した。肯定的回答に変容した児

童が３人おり，理由の記述を見ると，事後は「自分

の命は自分で守る」など命の大切さについて考えた

ことを全員が記述できた。「防災でつながる道徳学

防災にはいろいろな備えがあるほか，大事な助け合い，思いな
どのいろいろなことがあるんだと思いました。災害が起きたら

その時どうするかなど話し合いをしたいです。 

私は防災について，自分の命も大切だけど周りの人のことも考
えないといけないことを知りました。もし災害が起こってひな
んするときには，周りのことを考えて行動したいです。 

 生命 自分 人 集団や社会 

キ
ー
ワ
ー
ド 

命を守る 

自分の命 

人の命 

みんなの命 

身を守る 

命を救う 

生命 

備える 

避難する判断 

自分からする 

気を付ける 

自助 

親切 

思いやり 

周りの人のこ

とを考えて 

 

ボランティア

活動 

役立つ 

支える 

助け合い 

みんな 

協力 

つながり 

共助・公助 

地域，社会 
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習プログラム」を通して，改めて防災の大切さや生

命の尊さを感じることができたと考える。 

 以上のことから，道徳的価値の視点から防災教育

を扱ったことは，生命の尊さから思いやり，公共の

精神と，児童が自分自身の課題と受け止める道徳的

価値の広がりにつながり，自己の生き方についての

考えを深めるのに有効であったと考える。 

イ 道徳科と社会科，学級活動を関連させたこと 

 道徳科と社会科，学級活動を関連させたことがそ

れぞれ有効であったかのアンケート項目に肯定的な

回答をした児童は，社会科では23人（88.4％），学

級活動では24人（92.3％）であった。それらの教科

等において特に役に立ったと回答した児童Ａと児童

Ｂの理由の記述を以下に示す。また，授業での記述

などから変容を考察する。 

 

他教科等の関連についての児童Ａと児童Ｂの記述の一部 

 

 児童Ａは，「学校の防災についての学習をして，

自分の心が育つと思いますか」の項目の事前・事後

アンケートにおいて，否定的評価から肯定的評価に

変容（２→３）した。学習前の記述には，防災に対

して「自分には関係ない」「何もしなくてもだいじ

ょうぶ」と書いた。学習に入り，第１時の社会科の

授業の振り返りでは，「自然災害で日本はたくさん

の人が亡くなったことが分かった」，第３時には

「いろいろな方法で自然災害を防いでいるのがいい

なと思った」，第５時には「（地域に）砂防ダムの

取組などたくさんあるのがいいなと思った」と記述

した。防災の大切さや地域の防災の取組に関心をも

てたことが分かる。さらに，事後アンケート「これ

からどんな地域の活動や行事に参加したいか」につ

いて，「もちつき大会に出て，防災について学びた

い」と記述したことから，地域の防災に対して自分

から学ぼうとする態度が育まれたことが分かる。 

 児童Ｂは，「学校の防災についての学習をして， 

自分の心が育つと思いますか」の項目の事前・事後 

アンケートにおいて，肯定的評価が変容（３→４）

した児童である。学習前の記述には，「防災はぼく

たちの命を守って安全にしてくれる」と書いた。学

級活動「防災クロスロードゲームをしよう」では，

災害時に自分で判断して行動することの難しさを実

感したことが記述から分かる。さらに，学習後の記

述には，「災害時のためにひなん場所をさがしたい

です」と書き，自分から防災の備えの行動をしよう

とする意欲が育まれたことが分かる。 

 以上のことから，道徳科と社会科「自然災害を防

ぐ」及び学級活動「防災クロスロードゲームをしよ

う」を教科等横断的な道徳学習プログラムとして関

連させたことは，児童が防災の自助・共助・公助を

理解し，主体的に行動しようとする態度を育むのに

有効であったと考える。 

(2) 「防災でつながるシート」の工夫 

本道徳学習プログラムの「防災でつながるシー

ト」の有効性について肯定的な回答をした児童は24

人（92.3％）であった。その中でもウェビングマッ

プと振り返りの手立てが特に役立ったと回答した児

童Ｃ，児童Ｄ，児童Ｅを考察する。 

ア ウェビングマップで各時間の学びをつないだ

こと 

 児童Ｃは理由の記述に，「社会科，道徳科，学活 

の勉強で知ったことをつなげることで，命の尊さに 

ついて考えることができたから」と書いた。ウェビ 

ングマップを通して，「生命の尊さ」の道徳的価値 

について考えたことが分かる。 

児童Ｄは，本道徳学習プログラムの学習において

ウェビングマップに92個の言葉をつないだ。各学習

後のウェビングマップを考察すると，第１時，第３

時の社会科，第２時の道徳科において，「自然災

害」から「命」「防災」へとつないだ。第４時の道

徳科では「親切」，第５時の社会科では「自助・共

助・公助」から「地域」へ，第６時の道徳科では

「人の役に立つ」など，みんなのために行動するや

りがいについて記述した。さらに，最後の第７時学

級活動では，これまでを振り返り，自分から新たに

大切だと思った言葉54個を書き加えつなぐことがで

きた。図６にそのウェビングマップの一部を示す。 

 

図６ 児童Ｄのウェビングマップの一部 

社会科 
どのような災害や防災があるのかを知ったから。 
（児童Ａ） 

学級活動 
ゲームをして答えがどちらか迷って難しかったけ
れど考えることができたから。（児童Ｂ） 
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地域の「人々の努力」に気付き，さらには「防災

の文化を受けつぐ」ことが自分たちの使命であると

受け止めていることも分かる。ウェビングマップを

通して，自己の生き方を見つめ，主体的に行動しよ

うとする態度をより育むことができたと考える。 

イ 道徳科における視点から振り返りをしたこと 

児童Ｅは，理由の記述に「『わ，い，自』を示す

ことで自分の考えなどを整理することができたか

ら」と書いた。児童Ｅの「防災でつながるシート」

の振り返りを見ると，社会科においては「自然災害

から身を守るためには地いきにいろいろな取組があ

ることが分かりました」「自分の身を守るために地

いきの取組をもっと知りたいです」など「わ」と

「自」を書いた。道徳科においては「困っているお

ばあさんを見て，店の人にしかられても親切にした

のでいいと思いました」「私も困っている人がいた

ら親切にしようと思いました」など「い」と「自」

を書いた。第６時の道徳科では「わ，い，自」全て

の視点で振り返りを書き，「自」の視点でボランテ

ィアについて以下のような記述をした。 

 

児童Ｅの振り返り「自」の視点で書いた記述 

 

(3) 道徳科の授業で地域の防災活動について話を

聞いたこと 

 道徳科の授業で地域の防災活動に関する説話や地

域の人によるビデオメッセージを聞いたことが有効

であったかのアンケート項目に肯定的回答をした児

童は，26人（100％）であった。特に役に立ったと

回答した児童Ｆの変容を考察する。 

 児童Ｆは，「防災で道徳の心が育つか」について

事前・事後ともに否定的な評価（１→２）をした。

しかし，地域の防災活動について話を聞いたことが

特に役に立った理由を次のように記述した。 

 

児童Ｆの特に役に立った手立ての理由と感想の記述 

 

 これらの記述から，児童Ｆは道徳科の授業で地域

の防災活動についての話を聞いたことにより，地域

の人々の生き方を見つめる中で，自分も地域の中で

助け合ったり協力し合ったりすることの大切さに気 

付いたことが分かる。 

以上のことから，「防災でつながるシート」の工

夫や地域の防災活動について話を聞いたことは，児

童がこれからの生き方についての思いや課題をもつ

のに有効であったと考える。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

道徳的価値の視点から防災教育を扱い，道徳科と

他教科等との関連を図りながら，地域の防災の話を

聞き，「防災でつながるシート」で思いや課題をも

つために工夫して実践した「防災でつながる道徳学

習プログラム」は，自己の生き方についての考えを

深めることに有効であると分かった。 

 

２ 研究の課題 

〇 防災教育と関連させた教科等横断的な道徳学習

プログラムを第５学年以外でも開発し系統的に取

り組むことで，自己の生き方についての考えをよ

り深められるようにしていく。 

〇 道徳科の授業では，防災を自分との関わりで考

えられるような教材を吟味したり配列を工夫した

りすることが必要である。「災害から命を守るた

めの判断」など，答えの定まっていない問題を多

面的・多角的視点から考え続けられるような授業

の工夫も考える必要がある。 
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ボランティアをすることはとてもよいことで，された方した方

どちらもうれしくなるようなボランティア活動を，自分でもし
てみたいと思いました。 

【特に役に立った理由】 

 
防災活動を知ると，防災
意識が高くなるから。 

【感想】 
助け合うことの大切さについて分
かりました。自助・共助・公助の
取組をして，地域の人たちで協力
することが大切と分かりました。 


